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1． は じめ に

　敦煌の 芸術遺産は 、4 世 SEか ら 14 世紀の 間、中

国職人達 の 集団創作 した 芸木 の 結晶で あ り 、 人 美

文化 の 貴重 な宝 で あ る 。 それ は主 に建物 、 雕刻 、

絵画等 3 つ の 芸術ジャ ン ル に 関連する。そ の うち

に 図案芸術は、そ の 三 つ の ジャ ン ル の 問に介在 し、
一

種の 装飾芸術と も言 え 、 広 い 範囲に適応す る芸

術 ス タイ ル で ある 。 そ の 中の 藻井図案の 色彩 と文

様 は、建 築と密接的な関係 がある 。

　藻井は 、 中国古代の 殿堂建築の 室内中に 、

一種

独特 な天 井の デザイ ン で ある。遠古の 中国人 は洞

窟に住み、天井の 位置 に穴 を開き、納光、換気及

び上 下の 出入 りし て い た。家屋 が 出来た後 、その

建築 ス タイル が依然 と して残 っ て い る。その 形式

は 天井の 中央 が へ こ ん で 、「井」 の 形 に な っ て 、

中に多 くな藻文 を装飾 し、それ で 「藻井」 と呼ば

れ る。それは 中華民族の 建築様式の 重要な部分で

あ る。「井」 の 中は、
一

般的に蓮の 花 を装飾す る。

漢 の 時代か ら蓮の 花が 五行の
一

つ 「水」 の 象徴 と

して活 用 され 、火 を制す る事が 出来 る と思 われ て

い る 。 仏教で は 、蓮 の 花 は聖 潔光 明 の 象徴で あ り、

人 の 魂が蓮 の 花か ら再生 し、板楽世界 に入 れ る 。

普通 な藻井文様は 、 主に 蓮 の 花を飾 り 、 そ の 他に 、

帯状の 縁飾 り文様 を用い て 、中国古代青銅器 の飾

り文様及 び漢画 中の 文様な どが共通な所が ある 。

敦煌莫高窟が 現存 した 492個の 洞窟の 内に 、約 420

個 の 洞窟 は藻井があ り、時間的言 えば、藻井図案

が 千年以 上 も続 い て 描か れたの で 、藻井 は敦煌図

案 の 中の 精華で ある 。 高い 石 窟 の 上部 に位置 し 、

砂風や劣悪な 自然環境の ダメ
ージが 受け難 く、同

吋 に人為的なダメージを も殆 ど避け られ、保 存状

態が良 く、約 四百余 りの 敦煌藻井が とっ て も完全

で 綺麗 に残 された 。 今 日私達が中国伝統色彩文化

を研 究す るに は 大変便利 で ある と思 う。

（1）図案の 色彩や文様は 、器物 の 形、製造素材 、

機能等に密接な関係がある 。

　器物の 立場 か ら考え る と、敦煌洞窟は
一種の 建

物 で あ り 、 私たちがそ の 文様や色彩 を把握 す るた

めに 、 建 築の 角度か ら理解 しな けれ ばな らない
、

そ の よ うな観点 を用い て 、敦煌藻井図案の シ ス テ

ム を研究 し、良い 手 がか りが発 見で きる 。

（2＞文様 と色彩が所在 区域 の 民 族文化 と密接 な

関係が ある 。

　伝統工 芸 の 面か ら見 ると、敦煌は中国の 地域で

あ り 、 洞窟 の 一部 も木造構造 を持 っ て い る 。 絵の

職 人の 大多数 が漢民族で あ り、彼 らが 中国伝銃文

化 の 考え方が根強 く持 っ て い る。

3 ．建築ス タイル 、建築材料 、機能等が藻井図案

　　に対す る影響

　 敦煌洞窟 は
一

種 の 建物 で あ り、中国及び西域 に

広 が る前 に、こ の 建 築 ス タイ ル はイ ン ドの 石造 り

の 仏教 の 窟寺で あ る 。 建築物 の 細か い 部分 に 、石

刻 を 中心 に した 文 様を飾 り、も っ とは イ ン ドの

Gandhara 地域 の 仏教美術か ら始ま っ た 。 紀元前、

ア レ キ サ ン ダー
か ら引き連れ 、ペ ル シ ア を経て イ

ン ドに進入 した ギ リシ ャ兵 士 達や奴隷 、 西 暦一
世

紀以後 、南 の西海岸に ペ ル シア湾沿岸か ら来 た商

人 達 の 影響もあ り、直接 ・間接的な ギ リシ ャ の 影

響を受け て い る 。 こ の よ うなイ ン ド仏教の 「石 窟

寺 」 建築ス タイ ル が敦煌地域に広が る前 に、まず

タ リ ム 盆地 に 無数 なイ ス ラ ム 民 族地 域に伝 わ っ

て い た 。 例 えば 、 天 山南麓の 亀茲馬耆や トル フ ァ

ン 地域 は造窟が ブ ーム にな っ て い た 。 しか し、そ

れ らの 地域 が敦煌 と同 じ、石 の 質が柔 らか く、洞

窟の 中に石 刻が適 しない 、 彩色 され た 図案が石 刻

に代わ っ て 、建築物 の 中に飾 られ て い た。そ の た

め、多 くの 飾 り文様 が建物上 の 雕刻 を真似 し て い

た 。 敦煌藻井図案 の 中で 、 最も代表 的なの は 「凸
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凹画法 」で ある 。 色彩は寒色系の 青や暖色系の 朱

などで構成 し、主に濃 い か ら薄 い 色 の 配置方法で

あ る 。 地 色の 多くが 派い 岱赭で あ り 、 図柄には 華

やか な青、緑 、黄、紫 な どを使 われて い る 。 色 ご

とに深 めなが ら、片側 に は 白色を多 く使 い 、他 方

で は深 い 色 を使い 、まるで 光影 の 効果 を表現 し、

彫 刻 した凹凸感 を真似 して い た e しか し、こ うし

た描 き方が沢山使用す る と、効果が 見えな くな り、

凹凸効果が形成 し難くなる 。 そ こで 、 唐 の 時代か

ら、「退暈」法を生まれ、1 色ず っ 輪郭線 を平行 し、

濃 い 色 か ら薄 い 色 まで等距離な線 を描 き、「退畢」

と呼ばれ る 。
い くつ の 色 を 「退 暈」 が重 な り混合

し、一
つ の 図案 の 中で対比 と調和 させ 、素敵な リ

ズ ム 感 を表現 した 。
こ の 色彩 の 表現方法 は写実 と

全 然違い 、 派手 な色彩が お 互 い に融合や凋和 し 、

混雑を感 じさせ ない
。

4 ．藻井図案の 中国特色 及び建築の起源

　敦煌洞窟 は相 変 らず 中国本 土 の 建 築物で あ り、

芸術表現に は 中国 の 文化 の 特徴がある 。 魏、晋 の

時代か ら隋、唐の 時代まで 、敦煌の 藻井図案 は時

代 に連れ 、ず っ と中国的な時代特徴 が持 っ て い る。

早 期に は、几 何形 を中心 に、唐 の 時代 が徐 々 に動

物 の イ メ
ージ を中心 に な っ て お り、テ ー

マ も豊 富

に な り、装飾芸術 の ピークを迎えた。唐後半の 文

様は唐早 期の 龍、虎等動物中心の 図案を替 り、唐

草、巻草、華や葉等 の 内容 を盛 り込ん で い た。全

体 の 文様の 色彩構成 は躍動感に満 ち て い る。

　輝か しい 色彩効果を達成す るために、北魏、隋

の 時代か ら始 ま っ た平塗 りの 着色方法は、唐の 時

代 か ら発展 し、「退暈」 と呼ばれ る着色方法 を使

用 し、特 に花や葉 の 色彩表現 に用い て 、様 々 な色

彩 の 明度 が 深 くか ら浅 くま で グ ラデーシ ョ ン が

続 けて 変化 し、よ り豊か な色相 の 変化 を追 求 し、

立体感 を表現 させ る。

　唐時代の 洞窟の 建 築 ス タ イ ル は 正 方形 の 広 い

殿 堂に な り、殿 堂の 天 井 に設 置 した藻井図案は 、

最初の デザイ ン には、中国古代 の 芸術家た ちが 自

然をイ メ
ージする同時に 、 まず 、 文様が建 築物 に

合 わせ る事に気づ き、文 様は建 築物 内部に適す る

ように構成 された 。 私た ち が 下か ら几上 げ 、 天 井

に配置 した藻井図案に注 目 させ 、 自然的 に縁 の 飾

りか ら中心 に進む よ うに なる 。
こ うした文様 の 構

造 は、二 つ の カで天 井 に交ぜ 銀る 。

一
つ は、幾何

型 の 文様 で構 成 され た 上部 に進 ん で い る 縦横 に

伸ば した力 で あ り ；もう一
つ は 、自由で伸びや か

な波の よ うな花 の 連続的な貫く力で ある 。 そ れ ら

二 種類 の カ は 関連 し、互 い に影響 を与 え、最後は

藻井 図案の 中心 に 咲 い て い る蓮の 花に集 中した 。

蓮 の 花弁 が重 な り、ま るで光 と香 りの 中で輝 き、

静 か な洞窟 が 生 き生 き と し た神様 の 世界に な る。

私た ちの 心 を深 く感動 したの は 、唐 の 芸術家たち

旺 盛な創造力 と先進的 な構図の 方法で あ り、それ

は 中国民族 芸術 の 伝 統 図案 の 構成原 理 に も完全

に合致 した 。 図案 の 色彩に も、青蓋、碧緑 、赤、

黒、白、金 を中心に、宋 時代 に書かれ た 「営造法

式」 と言 う建築著書の 彩画 に用い る色彩 と
一

致 し

た 。 以上敦煌藻井図案の 構 図と色彩 の 特徴か ら見

る と、建物 との 密接 な関係 が 明 らか で ある。

5．まとめ

勿論、敦煌の 図案は藻井 に限定され る物だ けで

はな く、洞窟 の 縁 出 し、柱 、彫刻 の 彩色、壁画の

人物の 服飾、武器、馬や家具な ど至 る各方面ま で

図案 が入 っ て い る。唐の 時代 の 藻井図案の 色彩 と

文様 は 、当時の 織物、陶磁器 、銅器 中蚊様 と色彩

とかな り
一

致 し、敦煌 図案が 当時の 社会生活 と密

接性 の 証明 に もな っ て い る。例 え ば藻井図案の 多

くは織物の 影響 を受 けて い た 。 特に 、綾、錦 と言

う織 物の 文様 と色彩の 応用 が多い 。 敦煌洞窟は建

築物の
一

種で あ り、イ ン ドや西 域の影響が残 され

て い るが 、あ くま で 、中国本 土 の 建 築物で あ り 、

中国建築の 要素が沢 山入 っ て い る 。 伝統的な中国

建築物は絹織物 と密接 な関連 がず っ とあ る の で、

敦煌 の 藻井図案 も例外に な らない と思 う。

　上述内容をま とめ る と 、 敦煌 の 藻井図案は様 々

な装飾図案 の 集大成で あ り、敦煌 図案の 中で 最 も

重要な シ ス テ ム 的完善な構成部分で あ る 。 中国伝

統色彩文 化 の 研 究 に欠 か せ ない 貴重 な資料 で あ

る 。 とくに藻井 図案は 、そ の 豊富 な色彩 と鮮 明な

特色 、 建築装飾の 分野 に独特 な地位 を確 立 された。

今後 藻井の 研 究を更に 深 く進む事が 、中国色彩 と

文様の 伝 統 を受 け続 き発展 させ る だ けで は な く、

世界装飾芸術 の 進 歩 に も多 く貢献で き る と私 は

思 っ て い る。
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